
初
代
東
京
大
学
医
学
部
綜
理
池
田
謙
斎
（
一
八
四
一
’
一
九
一
八
、

宮
中
顧
問
官
陸
軍
一
等
軍
医
正
従
二
位
勲
一
等
医
学
博
士
、
以
下
謙
斎
）
に

つ
い
て
は
、
堀
江
健
也
先
生
が
、
謙
斎
の
実
子
高
崎
斐
子
氏
（
一
八

九
三
生
、
東
京
在
住
）
を
は
じ
め
と
す
る
一
族
の
か
た
と
連
絡
を
と
り

つ
つ
調
査
・
研
究
を
進
め
ら
れ
、
そ
の
成
果
の
一
部
は
本
誌
（
第
二
九

巻
四
号
四
二
八
頁
昭
和
五
八
年
）
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
が
、
完
結
を

象
な
い
う
ち
に
、
病
い
を
得
ら
れ
て
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
死
亡
さ

れ
た
。
そ
の
こ
と
を
惜
し
ま
れ
た
先
生
の
友
人
古
川
明
先
生
は
小

生
に
続
稿
を
書
く
よ
う
に
と
依
頼
し
て
こ
ら
れ
た
。
謙
斎
の
研
究
も

し
て
い
な
い
小
生
に
と
っ
て
こ
れ
は
大
変
な
難
題
で
あ
っ
た
が
、
実

は
小
生
が
『
大
百
科
事
典
』
（
平
凡
社
昭
和
五
十
九
年
）
の
謙
斎
の
項

を
担
当
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
の
ご
依
頼
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り

先
、
同
事
典
が
出
版
さ
れ
た
直
後
の
昭
和
五
九
年
秋
に
、
東
京
の
鈴

木
才
子
と
い
う
未
知
の
か
た
か
ら
お
電
話
を
い
た
だ
い
た
が
、
同
氏

池
田
謙
斎
伝
補
遺

長
門
谷
洋
治

い
け
だ
け
ん
さ
い
池
田
謙
斎
一
八
四
一
’
一
九
一
八
（
天
保

十
二
Ｉ
大
正
七
）

維
新
か
ら
明
治
時
代
の
医
師
で
、
日
本
近
代
医
学
の
方
向
を
示
し

た
パ
イ
オ
ニ
ア
の
一
人
。
新
潟
県
出
身
。
入
沢
健
蔵
の
次
男
で
、
幕

府
医
員
池
田
玄
仲
の
養
子
と
な
る
。
緒
方
洪
庵
に
学
び
、
一
八
六
二

年
（
文
久
二
）
西
洋
医
学
所
入
学
。
六
四
年
（
元
治
一
）
幕
命
で
長
崎

の
精
得
館
に
行
き
ポ
ー
ド
イ
ン
ン
且
５
己
冒
唖
詞
厨
艮
目
〕
ら
に
学

ぶ
。
六
八
年
（
明
治
一
）
江
戸
に
帰
り
、
政
府
に
用
い
ら
れ
大
学
大

は
謙
斎
一
族
の
子
孫
の
一
人
で
、
謙
斎
伝
の
編
集
を
進
め
て
い
ら
れ

る
由
。
む
ろ
ん
上
述
の
堀
江
先
生
と
は
ご
生
前
に
連
絡
が
あ
り
、
ま

た
近
時
謙
斎
が
明
治
三
年
か
ら
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
た
さ
い
に
家
人
に

出
し
た
書
簡
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
を
解
読
中
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

（
『
池
田
謙
斎
プ
ロ
イ
セ
ン
国
。
ヘ
ル
リ
ン
一
八
七
○
’
一
八
七
三
』
彩
雲

堂
昭
五
九
に
収
録
）
ｃ

一
族
の
か
た
と
の
ご
縁
に
加
え
て
古
川
先
生
の
ご
依
頼
も
あ
り
、

改
め
て
謙
斎
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
ま
と
め
を

本
誌
に
投
稿
中
で
あ
る
。
こ
こ
に
『
大
百
科
事
典
』
の
拙
稿
を
引
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
（
第
一
巻
八
六
六
頁
）
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宮
中
顧
問
官
。
戊
巨

方
面
で
活
躍
し
た
。

助
教
、
小
典
医
と
な
る
。
七
○
’
七
六
年
尋
へ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
。

陸
軍
軍
医
監
（
の
ち
陸
軍
一
等
軍
医
正
）
、
三
等
侍
医
（
の
ち
侍
医
局
長
）
、

東
京
医
学
校
長
を
経
て
七
七
年
初
代
東
京
医
科
大
学
綜
理
、
八
八
年

日
本
最
初
の
医
学
博
士
号
を
受
け
る
。
九
八
年
男
爵
、
一
九
○
二
年

宮
中
顧
問
官
。
戊
辰
、
西
南
、
日
清
の
各
戦
争
に
従
軍
す
る
な
ど
各

文
中
苫
屋
５
昌
易
は
毎
国
８
口
旨
の
、
東
京
医
科
大
学
綜
理
は
東
京

大
学
医
学
部
綜
理
の
誤
で
あ
る
。

（
大
阪
府
豊
中
市
皮
層
科
開
業
）

Ｅ
・
、
ヘ
ル
ツ
は
日
本
に
来
た
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
か
ら
一
○

年
間
東
京
大
学
で
病
理
学
を
講
義
し
た
。
そ
の
う
ち
総
論
の
内
容
を

つ
た
え
る
も
の
に
、
学
生
の
ノ
ー
ト
を
も
と
に
ま
と
め
て
印
刷
し
た

と
思
わ
れ
る
講
本
が
あ
る
。
こ
の
講
本
は
ず
さ
ん
な
も
の
で
あ
る

が
、
ほ
か
に
資
料
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
こ
れ
に
よ
っ
た
。

ベ
ル
ッ
は
病
理
学
を
ワ
グ
ネ
ル
教
授
に
、
内
科
学
を
ウ
ン
デ
ル
リ

ヒ
教
授
に
学
ん
だ
。
時
代
背
景
と
し
て
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
一
八
五
八

年
（
安
政
五
）
に
『
細
胞
病
理
学
』
第
一
版
を
、
一
八
七
一
年
（
明

治
四
）
に
増
訂
第
四
版
を
著
わ
し
、
そ
の
間
一
八
六
三
年
（
文
久
三
）

に
『
病
理
腫
瘍
』
を
著
わ
し
た
。
こ
れ
ら
の
著
書
は
そ
れ
ま
で
の
病

理
観
を
大
き
く
転
換
さ
せ
た
。
ま
た
ベ
ル
ッ
が
日
本
に
来
る
前
後
か

ら
細
菌
学
が
め
ざ
ま
し
い
発
達
を
と
げ
た
。
、
ヘ
ル
ツ
の
講
本
が
何
年

に
印
刷
さ
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
一
○
年
の
間
に
は
講
義
内
容
も

Ｅ
・
ベ
ル
ヅ
の
病
理
学
総
論
講
義

に
つ
い
て

安
井
広
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